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図１ 食洗機で 500 回洗浄した後の漆器の一例 

（左：新品、右：試験後） 

図２ 水の添加量と漆の硬化時間 

（黒呂色漆使用） 
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漆(漆器)の性能を定量的に評価すること

で、その特徴と性質を改めて明確化しま

す。また、手軽に入手可能な材料などを使

って漆塗料の高機能化を図り、これまでの

製造工程を大きく変えず、付加価値の高い

新しい漆器商品の提案につなげます。 

 

 

会津漆器の食洗機耐久性について検証を

行いました。漆器を食洗機で 500 回洗浄

し、経時変化の定量化と不良解析を行いま

した。また、漆に水を添加することで硬化

時間の短縮、粘度の増加などの機能性に変

化をもたらすことが経験的に分かっている

ことから、漆への水の添加方法の検討と、

添加量と硬化時間の相関性の評価を行いま

した。 

 

 

伝統的な技法で製造された漆器でも技法

の違いにより、500 回の食洗機での洗浄に

耐えるものがあることが分かりました。技

法の選定を行うことで、食洗機向けの商品

提案が可能であるというデータが得られま

した。また、漆に対して水を添加させる方

法として、ホモジナイザーが使用可能であ

り、水を添加することで漆の硬化時間が短

縮されることが分かりました。 
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